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日本臨床検査専門医会 2019 年度第三回常任幹事会 

（新旧合同常任幹事会）議事録 

開催日時：2019 年 12 月 21 日（土曜日）15:00～17:00 

場  所：日本臨床検査医学会事務所 

出 席 者：登 勉 会長，佐藤 尚武，〆谷 直人 各副会長， 

東田 修二, 五十嵐 岳，東條 尚子，宮﨑 彩子，米川 修 各常任幹事 

佐守 友博，土屋 逹行 監事 

菊池 春人，村上 純子 次期副会長，田部 陽子，福地 邦彦，増田 亜希子， 

三井田 孝 次期常任幹事，古川 泰司 （常任幹事、次期監事） 

欠 席 者：盛田 俊介 常任幹事，横崎 典哉 次期常任幹事 

事 務 局：市川 綾子                    （敬称略） 

＜審議事項＞ 

第一号議案 議事録署名人選任について 

 議長は本会の議事録署名人の選出を議場に諮ったところ満場一致をもって次のものを 

選任した。 

 議事録署名人 五十嵐 岳，東條 尚子 各常任幹事 

 

＜報告事項＞ 

１．令和 2・3年度役員について 

 〆谷次期会長より令和 2・3年度の本会役員として以下の通り決定したことが報告された。 

（敬称略） 

副 会 長：菊池 春人（法人化検討 WG），村上 純子（女性医師支援 WG） 

常任幹事：東田 修二（庶務・会計），五十嵐 岳（広報），東條 尚子（資格審査・会則改定），  

田部 陽子（教育研修），福地 邦彦（情報・出版），増田 亜希子（ネットワーク 

運営），三井田 孝（保険点数），横崎 典哉（渉外） 

監 事 ：土屋 逹行，古川 泰司  

全国幹事については，北海道地区は藤井聡（旭川医大），東北地区は植木重治（秋田大学），

関東地区は，大西宏明（杏林大学），木村聡（昭和大学），下正宗（東葛病院），千葉泰彦

（横浜市立市民病院），山﨑悦子（横浜市大），松野容子（新潟大学），東海地区は，伊藤

弘康（岐阜大学），北陸地区は木村秀樹（福井大学），近畿地区は，稲葉亨（京都府立大学），

上岡樹生（天理よろず相談所病院），山﨑正晴（奈良県立医科大学），中国地区は，北中明

（川崎医科大学），四国地区は，中村聡子（香川県立中央病院），九州地区は，中島収   

（久留米大学），松井 啓隆（熊本大学）各先生方が就任。 

 

登会長より，法人化については森先生の会長時代，また自身（登先生）のときも，問題提

起をして議論しているので過去の経緯も見直してほしい旨発言があった。 



２．各種委員会報告 

①情報・出版委員会 

盛田委員長に代わり，東田庶務・会計幹事より，新たな報告事項はなし，と発言が   

あった。 

 

②教育研修委員会 

米川委員長より，2019 年度事業として，臨床検査専門医会教育セミナー（5 月 19 日，

帝京大学霞ヶ関キャンパス），生涯教育講習会(6月 1 日，広島県医師会館)，第 64回日本

臨床検査医学会学術集会共催シンポジウム(11 月 23 日，岡山コンベンションセンター)を

開催したことが報告された。 

また，新年度は第 30回日本臨床検査専門医会春季大会（橋口照人会長：2020 年 5月 15 日・

16 日）時の生涯教育講演会に 2名の演者を予定していることが報告された。 

1. 辰巳陽一先生：近畿大学医学部附属病院安全管理部・医療安全対策室 近畿大学医

学部血液・膠原病内科 

2. 長尾能雅先生：名古屋田大学大学院医学研究科 医療の質・医療安全学 

田部次期委員長より，次年度教育セミナーについて以下の発言があった。 

・会場の確保：順天堂大学 

・開催時期：来年はオリンピック開催に伴い，専門医認定試験の日程が遅くなるので， 

セミナーの実施は 5月後半から 7 月前半まで広く考えている。 

・講師陣：内諾を得ているが，新規依頼にあたり，過去の配布資料等を参考にお渡しした

い。資料の原稿は，事務局にある，とのことだが，スライドも毎年ストックして管理し

てほしい。 

米川委員長より，資料の内容は例年大きくは変わってはいない，スライドも含め，  

事務局で保管して講師の参考にしていただいてよいと考えると発言があった。 

 

③資格審査・会則改定委員会 

東條委員長より，11 月の全国幹事会以降の新しい報告は特になし，委員会の役割紹介

として新入会員の資格審査，会則改定の検討がある，と発言があった。 

 

④渉外委員会 

〆谷委員長より以下の報告があった。 

岡山で委員会を開催し，賛助会員(33 社)に向けての振興セミナーで何をするかを話し

合った。２年に一度の診療報酬改定年なので，厚労省の方に例年どおりお話いただき， 

肉付けの意味で今回は古川先生に１時間程度の講演を依頼することになった。また，オ

リンピック年なので，ひとつの話題として外部講師を招いて，日本における外国人診療の



実際と課題，というテーマでお話をしていただく。演者の方に依頼後，次期委員長の横崎

先生にバトンタッチする。 

全国検査と健康展については，今後は渉外委員会で担当していく。日臨技の全国７支部

は回りおわったので来年以降のことは日臨技と次期委員長で詰めていただく。 

その他，技師会との関連で以下のような発言があった。 

臨床検査医の選択肢に検査センターの指導監督医が入るようになってほしい（佐守監事）。 

法律では病院の検査部門に医師は必須要件ではないが，診療報酬のところでは算定要件

をつけている。ISO15189 ではラボの中でのドクターの役割，というのは明確になって   

いる，ISO15189 を取れといいながら筋がとおっていない部分がある（登会長）。 

 

⑤広報委員会 

五十嵐委員長より，以下の報告があった。 

１）レジデントノート：4年目の連載継続が決まった。 

２）臨床検査若手のためのハンズオンセミナー：8 月に東大で実施し、医学生 5 名，   

研修医 7 名の参加があった。 

３）第 66 回臨床検査医学学術集会 ワークショップ：２）と同様医学会ワークライフ

バランス委員会と合同で開催。学術集会最終日にも関わらず，盛況だった。 

４）霞が関子ども見学デー：振興協議会広報委員会と合同。8月 7 日～8日の 2日間の

開催で，本年は 350 名（8/7：121 名，8/8：229 名）の子ども達が臨床検査を体験。 

５）ラインスタンプ：8月下旬ラインストアに登録完了。40 種類 / ¥120 で購入可能。 

６）ホームページ：専門医会ホームページを刷新，年内リリース予定。 

  本データ引越し（八木書店→bright）は 2020 年 3月までに行う予定。 

７）教育セミナーの広報：合わせてレジデントノート，Facebook を通して情報提供。 

８）RCPC に関して（2019 年は 4回開催） 

6/22 京都 RCPC challenge，KeMA との RCPC 勉強会(5/25 東京医科歯科大学，10/20 

順天堂大学)，岡山 RCPC challenge 

来年も継続して，それを媒体にして臨床検査専門医の広報になればと考えている。 

 

増田次期常任幹事より，次のワークショップについては学会ワークライフバランス委

員会の中でアンケートを実施しており，その結果を踏まえて方向性を出す予定である， 

また，Facebook は情報の内容によっては専門医会の活動というより，個人的な情報提供

とした方がよい，と発言があった。 

⑥保険点数委員会 

 古川委員長より 11 月 22 日に岡山で開催された日本臨床検査医学会・臨床検査点数委

員会との 2019 年度第一回合同委員会について以下Ⅰ～Ⅲの報告があった。 



I. 日本医師会疑義解釈委員会よりの供給停止予定の診断薬に関する連絡に対し，

日本臨床検査医学会より意見回答を行う際，本委員会のメンバーにも情報提供

を行っているが，今般，代替え試薬がない状態で供給停止の通知がされる件が

続いている。このため，今後は，代替え試薬が残 1品目となる場合も，学会よ

りアラートを出すことが提案され，了承された。 

II. 臨床検査専門医が要件となっている検査についての議論があり，①感染症パネ

ル検査：多項目遺伝子関連検査の実施指針，について言及があり，②「がんゲ

ノム検査全般に関する指針」に関するワークグループで病理専門医・臨床検査

専門医の勤務を要件とする予定で調整中，との情報共有がなされた。 

III. 「あるべき臨床検査室の姿」についての提案について。合同委員会では，特に

医療法と保険診療上の優遇があることから，臨床研究中核病院（12施設），特定

機能病院（86施設），地域医療支援病院（607 施設：2018 年 12 月調査）につい

ては，1名以上の臨床検査専門医（順次機構認定に移行）が常勤で勤務している

ことが望ましいことを，次期の臨床検査のガイドライン(日本臨床検査医学会）

で言及されるようガイドライン作成委員会に要望提案する事が了承された。 

その他，臨床検査専門医の存在の必要性とともに，業務の内容も明示することも大事，

特定機能病院・地域医療支援病院すべてに常勤の臨床検査専門医を，となるとそれだけで

も数が足りなくなる，人を育てることも必要，がんゲノム検査ではプレアナリシス段階か

ら保険点数がつくようになってほしい，診療報酬の点数表が時代に合っていないのでは

ないか（登会長），保険点数のついてない検査については検査センターが勝手にやって  

いいとなっている点も問題ではないか（佐守監事），などの意見があった。 

登会長より，臨床検査医学会と共同歩調で問題点の解決に向け進めてほしい旨まとめ

があった。 

 

⑦ネットワーク運営委員会 

 宮﨑委員長より 2019 年度の活動について，専門医会ネットワークシステムのパスワー

ド通知機能の追加と，新 HP 開設にあたり，サーバーも新しくし，ログインのアイコンを

わかりやすい場所に設置した件の報告があった。継続課題としてデータバンクの中に 

ある Q&A を会員だけが見られるページへの移動作業があるが，その作業が手間取って  

いることがあげられた。増田次期委員長より，Q&A の領域のリーダーには役職のある方に

お願いするようにしたい旨発言があった。 

 

３．「全国検査と健康展」報告 

〆谷副会長より，本年度の「検査と健康展」は 12 月 14 日に終了し，参加証が発送報告され

たこと，協力に対する謝辞が述べられた。秋田会場では検査結果を技師が説明し，後方で医

師がサポートする形が定着している様子の紹介があった。 

 

 

 



４．令和 2 年度行事予定について 

東田庶務・会計幹事より令和 2 年度の行事予定について確認があった。現時点の行事

予定を文末に資料 1として添付する。 

5．日本臨床検査医学会 2019 年度第 3回臨床検査専門医・管理医審議会 (12/20,日本臨床

検査医学会事務所にて開催) 報告 

佐藤副会長より，以下について報告があった。 

1） 研修施設・指導者認定委員会報告（2020 年 1 月 1日付新規・再認定施設審査結果） 

2） 受験・更新資格審査委員会報告 

1) 2020 年 1月 1日付臨床検査管理医更新審査結果 

2) 2020 年 1月 1日付臨床検査専門医資格者の臨床検査管理医更新審査結果 

3) 2020 年 1月 1日付名誉臨床検査専門医申請ついて：2名を承認 

4) 2020 年 1月 1日付学会認定臨床検査専門医更新審査結果 

3） 日本専門医機構認定臨床検査専門医更新資格審査委員会報告 

4） 第 11回臨床検査管理医認定試験認定試験講習・認定試験実施要領 

2020 年 9月 13 日（日） 東京医科歯科大学にて実施 

5） 第 37回臨床検査専門医認定試験 実施要領 

2020 年 9月 12 日(土)・13 日（日） 東京医科歯科大学にて実施 

6） 日本専門医機構 専門医，専門研修プログラム等について 

1) ダブルボードについて：原則として特例措置はとらず，カリキュラム制研修で対応． 

日本病理学会については打診があれば検討する． 

2) カリキュラム制研修について 

3) 各基本領域診療実績の免除について 

7） 2020 年 1月 1日付評議員の再任について（評議員資格審査委員会報告） 

 

＜審議事項＞ 

第二号議案 次年度の各種委員会について 

次期各種委員会の委員長より，委員会メンバーについて紹介があり，異議なく承認され

た。委員会の構成委員については文末に資料 2として添付する。 

 

最後に任期満了による退任役員の挨拶が行われ，以上を以て全議案の審議並びに報告を

終了したので，議長は閉会を宣し解散した。 

議事録署名人 

 2020 年  6 月 12 日 

    五十嵐 岳     

 2020 年  6 月 17 日 

   東條 尚子       





 

 


